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   Ｇ０６Ｆ   3/041    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/38     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/36     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/042    (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/0346   (2013.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ    3/041    ５２０　
   Ｇ０３Ｂ   21/14     　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｂ   21/00     　　　Ｄ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５１０Ｂ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５１０Ｈ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５５５Ｇ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５５０Ｃ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     　　　Ｘ
   Ｇ０９Ｇ    5/38     　　　Ｚ
   Ｇ０９Ｇ    5/36     ５２０Ｐ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５５０Ｄ
   Ｇ０６Ｆ    3/042    ４７０　
   Ｇ０６Ｆ    3/0346   ４２２　
   Ｈ０４Ｎ    5/74     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成30年12月19日(2018.12.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
（３）上記インタラクティブプロジェクターにおいて、前記キャリブレーション実行部は
、前記撮像されたオートキャリブレーション画像内の明度を調べる際に、前記撮像された
オートキャリブレーション画像の周縁に存在する一部の領域を除外し、除外した領域以外
の中央領域における明度を調べるものとしてもよい。
　この構成によれば、環境光の影響が少ない中央領域の明度が許容範囲内に収まるように
露出の調整を行うので、適切な露出調整を行うことが可能である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　プロジェクター１００は、投写スクリーン面ＳＳ上に投写画面ＰＳ（Projected Screen
）を投写する。投写画面ＰＳは、通常は、プロジェクター１００内で描画された画像を含
んでいる。プロジェクター１００内で描画された画像がない場合には、プロジェクター１
００から投写画面ＰＳに光が照射されて、白色画像が表示される。本明細書において、「
投写スクリーン面ＳＳ」とは、画像が投写される部材の表面を意味する。また、「投写画
面ＰＳ」とは、プロジェクター１００によって投写スクリーン面ＳＳ上に投写された画像
の領域を意味する。通常は、投写スクリーン面ＳＳの一部に投写画面ＰＳが投写される。
投写スクリーン面ＳＳを「投写面ＳＳ」とも呼ぶ。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　図６のステップＳ１３０に示した例では、撮像されたオートキャリブレーション画像Ａ
ＣＰのうちで、左右の両端部の領域をそれぞれ除外しているが、この代わりに、上端部の
領域と下端部の領域とをそれぞれ除外しても良い。或いは、左右の両端部の領域に加えて
、上下の両端部の領域も除外しても良い。また、図６の例では、除外した左端部と右端部
の領域のサイズは、撮像されたオートキャリブレーション画像ＡＣＰの幅のそれぞれ約１
／３であり、残った中央領域の幅も撮像されたオートキャリブレーション画像ＡＣＰの幅
の約１／３となっているが、除外する領域のサイズは適宜好ましい値に設定可能である。
これらの説明から理解できるように、明度を調べる際には、撮像されたオートキャリブレ
ーション画像ＡＣＰの周縁に存在する一部の領域を除外し、除外した領域以外の中央領域
における明度を調べることが好ましい。但し、周縁の領域を除外せずに、撮像されたオー
トキャリブレーション画像ＡＣＰの全体を明度の調査対象としても良い。
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